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漆沢ダム容量再編
(既設・ ﾄﾝﾈﾙ洪水吐新設）

筒砂子ダム
（新設）

宮城県（Ｓ５６．３竣工）

（現在） （再編後）
多目的ダム → 治水ダム

トンネル洪水吐
目的：洪水調節

正常流量
かんがい
発電
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鳴瀬川総合開発事業の事業箇所

●ダム計画の変更内容
→ 筒砂子ダムの目的に、発電に関する事項の追加

→ 筒砂子ダムの型式を、ロックフィルダムから

台形ＣＳＧダムに変更



ダム型式の変更 （ロックフィル → 台形ＣＳＧ）

当初計画（宮城県） ダム検証対応方針（現河川整備計画） 変更河川整備計画
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型 式 ロックフィルダム
ダ ム 高 98.0ｍ
堤 頂 長 372.0ｍ
総貯水量 30,900千m3

型 式 ロックフィルダム
ダ ム 高 114.5ｍ (1.0)
堤 頂 長 402.0ｍ (1.0)
総貯水量 45,700千m3 (1.0)

型 式 台形ＣＳＧダム
ダ ム 高 105.0ｍ (0.9)
堤 頂 長 345.8ｍ (0.9)
総貯水量 45,700千m3 (1.0)

経
緯

当初の宮城県計画では、ロックフィルダム型式
→上流の地すべり地形を避ける必要がある。

規模拡大(98m→114.5m)に伴い、堤体が上流地すべり
地形にかかる。
→地すべり地形を避けるためダムの設置位置を下流に
ずらした。

現計画の課題を解決するため、新たな技術である台形
CSGダムの採用を検討。
→地形・地質調査の結果から、台形CSGダム型式の適
用は可能。
→台形CSGダム型式の適用により、下流集落への影響
を軽減しつつ、ダム規模の縮小が可能。
→合理化が図られるとともに、自然環境への影響低減
が可能となる。

新たな技術である台形ＣＳＧダムを採用することにより、下流集落への影響を低減しつつ合理化施工が図られることから、ダム諸元を変更する。

○変更計画の課題
・ダム高の増加により、掘削量、堤体積が増大
・下流の宇津野集落に近くなるため、工事中の
騒音、振動の影響が増大

98.0m 114.5m 105.0m
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ＣＳＧとは「Cemented Sand and Gravel」の略
砂礫をセメントで固めて造るダム

台形ＣＳＧダムは、材料、設計、施工の合理化に資する

台形ＣＳＧダムとは…
台形ＣＳＧダムの参考事例
（写真提供：北海道空知総合振興局）

ダム型式の変更 （ロックフィル → 台形ＣＳＧ）
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■筒砂子ダムの型式を台形ＣＳＧダムに変更

ロックフィルダム（現計画） 台形ＣＳＧダム（変更計画）

標 準
断面図

参考諸元
ダム高 114.5m 堤頂長 402.0m
堤体積 3,661千m3 総貯水量 45,700千m3

ダム高 105.0m(0.9) 堤頂長 345.8m(0.9)
堤体積 1.870千m3(0.5) 総貯水量 45,700千m3(1.0)

地形条件
・掘削量大
・地すべり地形を避けるため下流側へ配置する必要がある

・ロックフィルダムに比べ掘削量小
・地すべり地形の影響を受けない位置に配置可能

原石山 ・遠隔地２カ所から下流集落を経由して運搬が必要 ・ダム近傍に１カ所

社会条件
自然環境

・下流集落に近接し、騒音振動の影響が懸念される
・掘削による法面が長大となり環境負荷への影響大

・下流集落からより離れる場所へ配置が可能
・長大法面は生じない

イメージ
写真

ダム型式の変更 （ロックフィル → 台形ＣＳＧ）
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宮城県 漆沢ダム 北海道 当別ダム
写真提供：北海道空知総合振興局



○河川整備計画に位置づけられ、検討の熟度、関係者との調整状況等を踏まえて
新規事業の候補箇所を選定。

○ダム事業については、実施計画調査の着手時点に加え、建設段階へ移行する際
にも新規採択時評価を実施。
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鳴瀬川総合開発事業

H29新規事業化（直轄ダム）の候補箇所について【参考】
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平成２８年８月９日 社会資本整備審議会河川分科会事業評価小委員会で実施し妥当と判断された



政府予算案の閣議
決定時に、個別箇所
で予算措置を公表
する事業

（ダム事業）

上記以外

（実施計画で個別箇
所の予算措置を公
表する事業）

8月末頃
（概算要求書提出） 12月下旬頃 1月末頃

評
価
結
果
の
公
表
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● ダム事業など、政府予算案の閣議決定時に、個別箇所で予算措置を公表する事業については、
原則として、概算要求書の財務省提出時（8月末）に新規事業採択時評価の結果を公表。

● 他の事業については、原則として、1月末を目途に新規事業採択時評価の結果を公表。

直轄事業の新規事業採択時評価のスケジュール【参考】
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鳴瀬川総合開発事業の新規事業採択時評価結果【参考】
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